
善
行
川
柳	

選
者	

東

　
　逸
平

○

よ
き
社
会

　健
康
長
寿
の

　妙
薬
を

北
海
道

齊
藤

　
　勉

評
／
不
眠
症
の
妙
薬
や
ら
、
肩
凝
り
に
効
く
健
康
食
品
や
ら
、
眼
が

ど
ん
ど
ん
良
く
な
る
薬
や
ら
、
今
や
健
康
食
品
ブ
ー
ム
で
す
が
、

ず
ば
り
健
康
食
品
の
妙
薬
と
謳
っ
た
も
の
は
聞
か
な
い
で
す
ね
。

そ
れ
と
選
外
の
句
も
そ
う
で
す
が
、
フ
レ
ー
ズ
が
固
い
で
す
ね
。

川
柳
は
肩
肘
張
っ
て
聞
か
せ
る
も
の
で
も
、
読
ま
せ
る
も
の
で
も

な
く
、
呟
き
で
す
よ
。
呟
き
は
隣
の
人
に
は
、
聞
こ
え
る
か
も
し

れ
な
い
し
、
か
と
い
っ
て
特
に
双
方
が
気
を
使
う
こ
と
も
な
い
。

そ
ん
な
も
ん
で
す
よ
。
こ
れ
が
川
柳
の
極
意
で
す
よ
。

○

さ
し
の
べ
よ

　そ
の
一
歩
か
ら

　声
か
け
よ

静
岡
県

真
野

　和
代

評
／
い
い
で
す
ね
。
自
殺
志
願
者
が
増
え
て
い
ま
す
。
必
ず
小
さ
な

胸
に
大
き
な
悩
み
を
抱
え
き
れ
ず
に
歩
い
て
き
た
の
で
し
ょ
う
。

自
殺
に
至
る
そ
の
前
に
、
そ
の
前
に
暖
か
な
声
か
け
が
あ
れ
ば
―
。

○

時
忘
れ

　話
し
上
手
に

　聞
き
上
手香

川
県

丸
野

　忠
義

評
／
ほ
の
ぼ
の
呟
き
と
言
い
ま
す
か
、
福
祉
施
設
や
病
院
に
来
る

　「
話
し
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
の
ひ
と
こ
ま
が
浮
か
び
ま
す
。

　川
柳
は
、
気
張
ら
ず
に
分
か
り
や
す
い
言
葉
で
、
作
り
ま
し
ょ
う
。
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　　東
京
都
新
宿
支
部

新
宿
支
部
の
総
会
及
び

祝
賀
会
の
開
催

三
月
四
日
（
土
）
一
六
：

〇
〇
か
ら
日
本
善
行
会
新
宿

支
部
の
総
会
が
、
新
宿
駅
西

口
「
三
国
一
ア
イ
ラ
ン
ド

イ
ッ
ツ
店
」
に
お
い
て
支
部

会
員
等
十
二
名
が
参
加
し
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

勝
野
支
部
長
か
ら
昨
年
夏

の
支
部
総
会
以
降
の
支
部
の

活
動
や
本
部
の
最
近
の
状
況

等
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
、

新
宿
支
部
の
今
後
の
活
動
等

に
つ
い
て
意
見
交
換
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

ま
た
、
会
員
の
秋
田
一
郎

都
議
や
下
村
治
生
新
宿
区

議
、
桑
原
洋
平
新
宿
区
議
か

ら
最
近
の
都
政
や
新
宿
区
の

抱
え
る
課
題
な
ど
に
つ
い
て

説
明
が
あ
り
、
日
本
善
行
会

新
宿
支
部
の
果
た
す
べ
き
役

割
な
ど
に
つ
い
て
も
話
題
と

な
り
ま
し
た
。

総
会
に
引
き
続
き
、
昨
年

秋
の
善
行
表
彰
受
賞
者
の
祝

賀
会
が
開
か
れ
、
和
や
か
な

懇
親
の
場
と
な
り
ま
し
た
。

今
後
支
部
の
様
々
な
活
動

を
一
層
充
実
さ
せ
て
い
く  

こ
と
を
確
認
し
て
閉
会
し
ま

し
た
。

１
面
か
ら
の
つ
づ
き

賞
者
八
十
一
名
を
決
定
し

た
。な

お
、
表
彰
式
は
、
来
る

五
月
二
十
日
（
土
）、
明
治
神

宮
参
集
殿
に
お
い
て
行
わ
れ

る
予
定
で
あ
る
。

（
敬
称
略
）

◇ 

善
行
金
章
（
十
八
名
）

（
北
海
道
）
中
山
万
喜
男
、
齋

藤　

博
（
宮
城
県
）
渡
邉
俊

悦
（
群
馬
県
）
藤
巻
晃
彦
、

林　

昌
枝
（
千
葉
県
）
安
藤

元
作
（
神
奈
川
県
）
髙
井　

哲
（
山
梨
県
）
長
田
玉
夫
（
岐

阜
県
）
纐
纈
紀
代
（
愛
知
県
）

酒
井
昭
三
（
大
阪
府
）
村
田

紘
一
、
信
田
邦
彦
（
兵
庫
県
）

山
本
和
子
（
和
歌
山
県
）
大

東　

勇
（
広
島
県
）
薬
本
光

明
（
香
川
県
）
白
川
盛
幸
（
福

岡
県
）
貞
刈
惣
一
郎
、
山
中

洋
一

◇ 

善
行
銀
章（
八
十
一
名
）

（
北
海
道
）
西
澤
芳
雄
、
古

谷
勇
一
（
青
森
県
）
中
村
金

雄
、
加
川
幸
男
、
生
田
鉄
美
、

鎌
田
正
勝
（
岩
手
県
）
芳
賀

博
典
、
高
橋
英
正
、
菊
地
勝

一
（
宮
城
県
）
加
藤
正
重
、

四
竃
亮
松
、
野
中
孝
三
（
山

形
県
）
安
野
高
子
、
安
野
久

雄
（
栃
木
県
）
根
本
孝
司
（
群

馬
県
）
梁
瀬
久
雄
、
田
村
恒

夫
、
後
藤
康
子
、
今
井
利
郎
、

久
松
一
夫
、
木
暮
高
也
、
梅

澤
キ
ヨ
子
、
津
久
井
光
一
、

中
村
弘
志
（
千
葉
県
）
宮
﨑

　

豊
（
東
京
都
）
田
中
總
子
、

井
出
勝
行
、
木
村　

茂
、
尾

花
秀
雄
、
浦
野
秀
樹
、
平
岩

宏
子
、
髙
山
喜
一
郎
、
毛
利

満
里
子
、
椋
代　

操
、
大
越

恒
男
、
木
村　

肇
（
神
奈
川

県
）
新
井
久
三
、
酒
井　

清
、

村
澤
邦
雄
（
山
梨
県
）
勝
村

ケ
サ
エ
、
平
出
清
佐
久
、
市

川
孝
次
（
長
野
県
）
井
堀
由

み
（
石
川
県
）
西
尾
雅
行
（
福

井
県
）
中
川　

満
（
静
岡
県
）

荻
澤
章
男
、
松
村　

剛
（
愛

知
県
）
浅
野
香
代
子
、
因
田

和
夫
、
田
中
光
代
、
山
本
正

一
（
滋
賀
県
）
上
田
利
明
（
大

阪
府
）
守
屋
末
一
、
林　

泰

史
（
兵
庫
県
）
下
陸　

武
、

比
嘉
尚
子
、
高
木
實
生
、
佐

竹　

弘
（
岡
山
県
）
安
井
嘉

美
（
山
口
県
）
伊
藤
俊
雄
（
香

川
県
）
北　

慎
一
、
大
野　

勝
（
福
岡
県
）
森　

義
江
、

山
口
捷
海
、
松
葉
征
次
、
江

口
俊
幸
、
坪
祢
千
鶴
子
、
野

村
光
春
、
植
田
芳
滋
子
（
佐

賀
県
）
藤
元
秀
幸
、
浜
久
保

正
志
（
長
崎
県
）
永
野
博
毅
、

藤
井
喜
久
夫
、
池
田
陽
子
、

野
口
健
治
（
熊
本
県
）
九
谷

新
吾
（
大
分
県
）
加
藤
孝
介
、

泥
谷
郁
哉
、
山
崎
勝
利
、
佐

藤
満
洋
（
宮
崎
県
）
田
下
四

郎

支
部
だ
よ
り

支
部
だ
よ
り

　　大
分
県
大
分
支
部

平
成
二
十
八
年
度

秋
季
善
行
表
彰
伝
達
式

並
び
懇
親
会
開
催

平
成
二
十
八
年
十
二
月

二
十
一
日
（
水
）
十
六
時
か

ら
大
分
市
長
佐
藤
樹
一
郎
様

を
始
め
大
分
市
議
会
議
長
永

松
弘
基
様
、
大
分
市
社
会
福

祉
協
議
会
会
長
右
田
芳
明
様

を
迎
え
、
大
分
市
内
の
「
豊

の
国
健
康
ラ
ン
ド
」
に
お
い

て
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

本
年
度
は
十
二
名
の
方
が

受
賞
さ
れ
、
緊
張
し
た
面
持

ち
で
着
席
さ
れ
て
お
り
ま
し

た
。
司
会
は
、
山
﨑
勝
利
事

務
局
長
が
務
め
、
開
会
の
換

拶
を
立
川
寿
事
務
局
次
長
が

行
い
ま
し
た
。
伝
達
式
の
前

に
日
本
善
行
会
の
目
的
を
読

み
上
げ
、
伝
達
式
に
入
り
ま

し
た
。

ま
ず
、
一
人
ひ
と
り
の
名

前
、
受
賞
理
由
を
紹
介
し
、

支
部
長
が
表
彰
状
を
読
み
上

げ
伝
達
致
し
ま
し
た
。
全
員

の
表
彰
状
伝
達
が
終
わ
り
、

松
井
猛
支
部
長
の
挨
拶
、
大

分
市
長
の
祝
辞
、
市
議
会
議

長
の
祝
辞
、
社
会
福
祉
協

議
会
会
長
の
祝
辞
、
長
年
に

わ
た
る
社
会
貢
献
活
動
に      

対
し
ね
ぎ
ら
い
の
言
葉
を
頂

き
ま
し
た
。

次
い
で
祝
電
が
披
露
さ
れ
、

最
後
に
、
ご
来
賓
三
名
の
方

を
受
賞
者
が
囲
み
、
そ
れ
を

正
会
員
の
皆
さ
ん
が
囲
む
形

で
全
員

の
集
合

写
真
を

取
り
閉

会
と
な

り
ま
し

た
。続

い

て
懇
親

会
の
会

場
に
移

動
し
て

十
七
時

よ
り
始

ま
り
、

立
川
寿

事
務
次

長
の
司

会
、
松

井
猛
支

部
長
の
挨
拶
、
乾
杯
の
ご
発

声
を
顧
間
で
あ
り
、「
豊
の
国

健
康
ラ
ン
ド
」
の
オ
ー
ナ
ー

で
も
あ
り
ま
す
山
内
光
生
さ

ん
の
音
頭
で
懇
親
会
と
な
り

ま
し
た
。

し
ば
ら
く
歓
談
、
頃
合
い

を
見
て
司
会
者
か
ら
、
受
賞

者
皆
さ
ん
の
自
己
紹
介
、
続

い
て
会
員
皆
さ
ん
の
自
己

紹
介
、
歌
に
踊
り
と
芸
達
者

な
皆
さ
ん
の
頑
張
り
で
最

後
ま
で
楽
し
い
ひ
と
時
で

し
た
。

最
後
に
、
万
歳
三
唱
し
て

閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

　　兵
庫
県
支
部

平
成
二
十
九
年
支
部

主
催
新
年
会
厳
粛
に

和
や
か
に
開
催

兵
庫
県
支
部
は
一
月

二
十
九
日
（
日
）
十
一
時

三
十
分
よ
り
支
部
主
催
で
会

場
設
定
と
進
行
企
画
を
今
年

は
東
播
ブ
ロ
ッ
ク
の
担
当

で
、
兵
庫
県
明
石
市
の
子
午

線
の
通
る
城
下
町
と
世
界
一

の
吊
橋
が
あ
る
明
石
海
峡
大

橋
を
望
む
『
ク
リ
ー
ン
ヒ
ル

ホ
テ
ル
ア
明
石
』
で
、
今
年

度
は
東
播
ブ
ロ
ッ
ク
の
担
当

で
企
画
と
開
催
実
施
が
行
わ

れ
、
県
下
四
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら

会
員
五
十
一
名
が
参
加
し
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

会
場
に
国
旗
と
善
行
会
旗

が
掲
揚
さ
れ
国
歌
斉
唱
と
世

界
平
和
と
物
故
会
員
に
黙
祷

を
捧
げ
ら
れ
、
早
乙
女
支
部

長
は
開
会
の
挨
拶
で
、
今
年

は
善
行
会
の
創
立
八
十
周
年

に
当
た
り
本
部
総
会
と
共
に

記
念
式
典
が
東
京
都
で
開
催

さ
れ
る
、
又
、
兵
庫
県
支
部

は
、
全
国
支
部
で
二
番
目
の

会
員
を
有
し
、
県
下
を
唯

一
四
ブ
ロ
ッ
ク
制
の
運
営
を

し
て
い
る
支
部
と
し
て
そ
の

位
置
付
け
を
述
べ
、
共
に
仲

良
く
、
善
行
活
動
の
輪
を

広
げ
て
行
こ
う
と
語
り
、
会

員
相
互
の
連
携
と
懇
親
を

深
め
、
出
席
会
員
が
全
員
記

念
写
真
に
治
ま
り
盛
会
裡
に

新
年
の
集
い
を
終
わ
り
ま     

し
た
。

　　香
川
県
支
部

交
通
死
亡
事
故

防
止
活
動
に
参
加

香
川
県
の
人
口
当
た
り
の

交
通
死
者
の
全
国
ワ
ー
ス
ト

上
位
二
位
か
ら
脱
却
す
る
た

め
、
交
通
安
全
パ
レ
ー
ド
と

交
通
安
全
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に

香
川
県
支
部
会
員
が
参
加
し

ま
し
た
。

去
る
十
二
月
十
六
日
に
実

施
さ
れ
た
交
通
安
全
パ
レ
ー

ド
の
出
発
式
は
、
多
度
津
町

高
齢
者
交
通
安
全
協
議
会
長
、

多
度
津
町
長
、
丸
亀
警
察
署

長
、
多
度
津
交
通
安
全
協
会

長
の
挨
拶
の
後
、
西
村
支
部

長
が
善
行
会
の
活
動
の
紹
介

を
込
め
た
交
通
安
全
パ
レ
ー

ド
の
激
励
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送

り
、
日
本
善
行
会
の
知
名
度

の
向
上
を
図

り
ま
し
た
。

な
お
、
行

進
に
当
た
っ

て
は
、
Ｊ
Ｒ

多
度
津
駅
付

近
１
．
３
Ｋ
ｍ
程
の
道
の
り

を
、
西
村
支
部
長
（
全
国
交

通
指
導
員
）
が
パ
レ
ー
ド
の

先
頭
に
立
っ
て
、
約
百
二
十

名
の
参
加
者
（
香
川
県
支
部

会
員
三
名
を
含
む
）
を
先
導

し
て
安
全
な
行
進
に
誘
導
し

パ
レ
ー
ド
は
成
功
裡
に
終
了

さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
三
日
後
の
同
月

十
九
日
の
多
度
津
交
通
安
全

協
会
と
多
度
津
安
全
運
転
管

理
者
協
議
会
共
催
の
年
末
年

始
交
通
安
全
県
民
運
動
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
は
、
地
元
自
治
体

や
警
察
署
が
加
わ
り
、
交
通

量
の
多
い
交
差
点
付
近
に
お

い
て
、
約
百
五
十
名
の
参
加

者
の
中
に
香
川
県
支
部
長
を

含
め
四
名
も
協
力
し
て
、
ド

ラ
イ
バ
ー
に
交
通
安
全
チ
ラ

シ
と
「
ア
ン
パ
ン
」
を
配
り
、

交
通
ル
ー

ル
の
遵
守

と

正

し

い
交
通
マ

ナ
ー
の
実

践
・
習
慣

の
徹
底
が

図
ら
れ
ま

し
た
。

お

知
　ら

せ

▽
平
成
二
十
九
年
度

　春
季
・
特
別
善
行

　
　
　
　
　
　表
彰
式

〈
日
時
〉

  

五
月
二
十
日
（
土
）

  　

十
三
時
半
～
十
五
時
半

〈
場
所
〉

  

東
京
都
渋
谷
区

  　

明
治
神
宮
参
集
殿

▽
定
期
総
会

〈
日
時
〉

  

六
月
二
十
七
日
（
火
）

  　

十
三
時
～
十
四
時

▽
創
立
八
十
周
年
記
念

　
　式
典
及
び
祝
賀
会

  

総
会
終
了
後
～
十
七
時

〈
場
所
〉

  

東
京
都
新
宿
区

  

グ
ラ
ン
ド
ヒ
ル
市
ヶ
谷

「
第
七
回
日
本
善
行
会

創
立
八
十
周
年
記
念
事

業
準
備
委
員
会
」
及

び
「
第
五
回
八
〇
年
の

あ
ゆ
み
編
集
委
員
会
」

「
第
七
回
日
本
善
行
会
創
立

八
十
周
年
記
念
事
業
準
備
委

員
会
」
及
び
「
第
五
回
八
〇

年
の
あ
ゆ
み
編
集
委
員
会
」

が
三
月
二
十
一
日
に
開
催
さ

れ
た
。

「
準
備
委
員
会
」
で
は
、
六

月
に
迫
っ
た
八
〇
周
年
記
念

式
典
及
び
祝
賀
会
等
に
つ
い

て
、
現
在
ま
で
の
準
備
状
況

や
今
後
の
段
取
り
等
に
つ
い

て
検
討
が
行
わ
れ
た
。

ま
た
、「
あ
ゆ
み
編
集
委
員

会
」
で
は
、「
八
十
年
の
あ

ゆ
み
」
の
原
稿
の
進
捗
状
況
、

今
後
の
編
集
作
業
等
に
つ
い

て
検
討
さ
れ
た
。

次
回
の
両
委
員
会
は
、
四

月
二
十
四
日
に
開
催
す
る
こ

と
と
な
っ
た
。

■
訂
正
と
お
詫
び

三
月
号
一
面
の
勝
野
副
会
長
の
記
事
中
、
旧
首
相
官
邸
で

の
表
彰
式
が
昭
和
四
十
年
代
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
正
し

く
は
、 

昭
和
二
十
九
年
秋
季
か
ら
昭
和
三
十
七
年
秋
季
で
す
。

お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。


